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冒頭のィ言
(6)

皆さん、やっと9月 に入り体力が消耗される心配が無く、思いつきり「ア・

ツ・イーッ」と言つてもいしヽ季節となりました。まあ、真夏だつたら考えてみ

れば 50度越えの真夏日になるのは当たり前。立秋は確かとうの音に過ぎて 9

月になつたはすなのになかなか涼しくなりません。私は熱中症になってしまい

ました。個人的な事情がありました。エアコンが全然効かなかったのです。電

気屋に見てもらつたところガスがなかったのと、中にたつぷりと埃が詰まつて

しヽたことが原因でした。ガスを入れて、埃をとつてもらつたところ、たちまち

電気復活じゃなかった、冷気復活しました。こんな私が言うのは何ですが、皆

さんたこ足配線とクーラーの埃には気をつけましょう。ちょつと暑すぎて他に

書くことが思いつきません。涼しい秋が来ることを期待しながら、毎月発行に

戻す事になった障ちゃんニュースを楽しんでください。じゃあね～。
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「障」ちゃんニュースこれから毎月発行ヘ

いつも「障」ちゃんニュースを読んでいただき、ありがとうございます。

コロナ禍などで 2ヶ 月にη回発行していましたが、コロナが 5類扱いとなり、

会員を増やすにはどうしたらいいかという話が出て、話し合いをしました。そこ

で、やはり2か月に1回発行を続けると行事が終わつてしまつているものもあり、

◆後は新しい情報などを伝えるべきだということで、ページ数が少なくても、毎

月発行した方が良いという意見があり、毎月発行する方向で進めることになりま

した。

9後とも皆さまに楽しんでもらえるような紙画作りを目指していきたいと思

いますので、よろしくお願い申し上げます。

「障」ちゃんニュース編集委員一同
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第 21回 NPO法人文福総会 記念請演会報告 その 1

6月 10日に第 2η 回文福総会がサンフォルテ5② 8号室で行われ、年後から「◆も続

く差別に立ち向かおう !!」をテーマに富山福祉短期大学 国際観光学科 教授 鷹西恒

氏をお招きして講演会を行いました。

鷹西さんも身体に障害を持つておられ、自身が経験されたことや文福スタッフが経験さ

れたことなど、制度の話もふまえていろいろなお話をして下さいました。

請演内容を数回にわたり掲載します。

I

!

|

I

ヽ
|

「

|

ヽ
1

!

|

!

!

i

開ロー番ですが「みなさんに会えて良かつ

たです」と言います。新型コロナウイルス感

染症が始まつたときに、いろんな報道でかか

つたら命が無いぞと・・・。

この請演のサブタイトルに共生社会を目

指してつて書いたんですけど、よく「共生、

共生」って言オЭれていますよね。最近では多

様性の理解とか、いろいう言われていますが、

差別は◆もこれからもあると感じてしヽます。

障害者差別解消法パンフレット等はQRコ
ードになっていますのでよろしくお願いし

ます。

◆回の法改正ですが、大きいところでは合

理的配慮の提供があります。これまで民間事

業所は “努力義務"だつたのですが、これが

義務に変わります。話が急に変オЭりますが、

大阪城に行かれたことある人はいますか ?

あそこはエレベーターが付いているんです。

名古屋城にもエレベーターが付いています

ね。この名古屋城の天守間が古くなった。建

て替えしなきゃいけないことになりました。

「次の新しく作る天守閣は史実どおり木造

でつくる」これが市の答えでした。 これま

でエレベーターで天守間に登れたのに登れ

なくなることを意昧します。これは差別だ、

人権侵害だと、こんなふうに揉めているんで

すね。その中で最近話し合いがあつたのです

が、その時に河村名古屋市長がいらしたんで

す。ある委員さんが「そんな障害のある方は

登れなくても仕方なしヽんじゃないか」とか、

「そうしヽう人たちにまで配慮するのはどう

か」つていう風に発言があつたのつですが、

それを何も注意せすに無視 した形で話を進

めていつた。その話し合いの中に車椅子の当

事者の方もしヽたんですよ。 全国の障害者に

関オ9つ てる人たちの間では大きな話題にな

つていることですね。

つから 20年ほど前でした。愛知の学生さ

んで 電動車いすに乗つておられる方がいて、

「夜 10時に電車に乗りたいです。」と電鉄会

社に言つたら、その時間に職員が対応できな

いと拒否された事例がありました。電車を止

めてデモ抗議しようという話になって 電車

を止める役を頼まれそうになりました。名古

屋の障害ある人にお願いしたら良いのに名

古屋の人が死んだら問題になるから、あんた

富山だからと笑いながら頼まれたんですけ

ど、あれは半分本気でしたね。結局電鉄側が

対応することになつて解決 したので事なき

を得ました。
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それから、去年ですかね、新間記事です。

射水市のほうで銭湯の風呂に入れなかった。

(以前に 0さんが銭湯に入りたいのに銭湯

狽」から拒否された。そのことが新間記事で取

り上げられて鷹西さんもその記事を見てお

られた。0さんの姿を見て)あ あおられた。

お会しヽできてよかったです。皆さんこのニュ

ースは知つておられますか。西山弁護士と私

のコメントが載つているのですが、弁護士さ

んは「障碍者に配慮した対応をして、利用を

認めなければならない」と、私は「正当な理

由を説明していないと差別に当たる」と書き

ました。(入湯拒否の件でOさんKboさん

Nさんが県に訴えた。)県から正当な説明を

うけられましたか?Kboさ んからは「正当

じゃない説明は受けました。合理的配慮と特

別配慮は違うと。◆回だけつて言うのではな

しヽ。なるべく対話をしながら、摩擦がないよ

うにすればよいが、なかなかそうはうまくは

いかない。」必ずイ可か言つてくる人はいると。

私自身の経験で言われて腹が立ったのは、

「車椅子パスケットボールで体育館を寅し

てほしい」そしたら「床がイ勿
皆つくからだめだ」

というのがありました。大会も行われている

のだからおかししヽですよね。これはその時の

管理者の考え方なんでしょう。事業所と一緒

にやる事業だつたので、施設職員がみな怒つ

てね。どうしたかといったら、市長のツイッ

ターに匿名でふざけるなとか、もつとノーマ

ライゼーションを理解 してくれと書いてく

れたりしました。そしたら急に「よいですよ」

と。その後どうなったかわかりますか?「床

に傷がついてないかしっかり見ますからね」

つて言われました。別に車いすバスケじゃな

くても傷はつきますよね。自分らも職員さん

と一緒に傷がついてないかしっかり見まし

た。そして何事もなく終わりました。そこの

市はどこかいいませんが、トイレも扉の鍵が

壊れており、しつかり直してくれと言つてお

きました。まだまだあります。川崎バス乗車

拒否事件。(映像を見せる)思い出したくな

いかもしれなしヽけど、覚えておられますか ?

みなさんのだいぶヤングでナウしヽ時代です

ね。今見てもうしヽましたけど横たわつていた

人は押 し倒されたりしながらバスと採めて

た。身を呈して世の中を変えようという、そ

こまでしないと世の中変わらない現実です。

そういう時代だつたんだなと。高度経済成長

期と言うので大卒の初任給は 1年で倍にな

つた。銀行に預けたら2倍になるので、日―

ンを返すのが楽だつたそうです。

画面に差別とはなにかつて書しヽてありま

すが、私も学校で働いてますけど、こんな気

持ちになることもありますよ。この気持ちを

最初に感じたのは建設会社に働いていた時

ですかね。忘年会が 2回あるんです。1回目

は私も出て、私を呼ばずに 2回目が有る。段

差にあるところとか、カラオケ店とか。私に

は言われないし、誘われもしなかった。◆か

ら思えば、仕方ないなと。◆から考えれば差

別ですよね。2人で飲むとか 5人で飲むとか

はいいんですよ。私抜いて全員行くつておか

しくないですか ?

あと、男女でいうと、女性だというだけで

なにか下に見られたことありませんか ?私

は子供のころですけど、出席簿の読み方は男
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が先、女があとじゃなかったですか ?ちなみ

に富山福祉短大ではあいうえお順でした。

あと人種ですね。たまたま「国際観光学科

に異動して下さい」と言われて、もともとバ

リアフリーやつていたので、将来の観光人材

の育成に生かしてほしいと。◆、担当してい

るのがフィリピンの人とか、中国の人とかな

んですが、彼らに問いたらやはり外国人だと

言うことで相手にされなかったり、呼ばれな

かつたりすることがあると。みなさんもどう

ですかね、尖閣諸島とか。中国の船がいつぱ

いきたと間けば、あの人らは悪い人だと思い

ませんか ?これはつまり偏見なんです。私も

そうしヽう気持ちが少しはあるんですけど、中

国の方などはそういう気持ちはないんです

ね。やつばり実際に外国人と話してみたり、

会つてみたり、交流する経験をしている人は

そうしヽう見方をしないんですよね。

画面に小さく書いてある、アパルトヘイト。

南アフリカ共和国では人種で差別していた。

白人と黒人で住む場所も使う場所も違つて

いたらしいんです。日本でいうと部落差別。

そこで生まれたと言うだけで似たようなこ

とになる。

差別には 5つあるといオ9れています。直接

差別。「あんたはあっち行かれ」とか。意図

的に障害者を排除する。意識がなかったのか

もしれない。次が間接差別。意図はないが無

知で結果として差別される。うちの短大の図

書館 2階にありまして、私はほとんど行かな

いからしヽしヽんですが就職して 15年間はエレ

ベーターがついてなかったです。だからその

ことを他の先生方がこういう差別をなくさ

ないといけない、早くエレベーターを付けた

方がいいと言つてくれました。自分でお願しヽ

して司書の人に言えば届けてくれる仕組み

を作つたのでとくに困ることはなかったで

す。ちょつと余談ですが、たこ焼き屋に車で

行つて、電話すれば届けてくれる仕組みもつ

くりました。但し、できたてすぎて火傷 しま

した。

◆の短大はエレベーターがつしヽています。

差別解消法ができる前につきました。車いす

の学生の入学が決まつたらすぐにつきまし

た。図書館に行けたからといつても皆さん困

りませんか ?上のほうは届かないですよね。

本が好きな人だとこれ違うなとなったら戻

したい。これを介助の人に 10回とか 20回

やつたら怒りますよね。私はそれがあるので

結局は同じです。最初からほしい本を言えば

しヽしヽんですけど、でも本つて中を見ないと分

からない場合があるんです。Kwaさんみた

いにインパクトがある本だつたら表紙です

ぐ読みます。体系的な差別。ある市の老人福

祉センターのお風呂に最近まで、精神に障害

がある人は入れませんつて看板がありまし

た。それが残つていると言うので撤去したこ

ともありました。

二
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ザ★カイジョの感想

前号でザ★カイジョの報告をしましたが、受講された方々より感想をお寄せ下

さいました。ありがとうございます。ここに原文のまま掲載させていただきます。

《基礎課程》

,介助を行う際、「～します。」と一言声を掛けてから行うこと。出来る限り利用

者のペースを配慮し、行いたい。

食事や入浴、トイレ、起床、就寝それぞれにおいて、個々人に合つたやり方が

あるので、本人に確認しながら進めること。

八木氏や福田氏、東京で、はじめに施設を出て地域で暮らした方、その後にも

行動をおこした方々は、障害者の福祉とサービスが少しずつかわつていく中を

当事者として生きてこられ、障害者が自立した生活をおくるために力をそそい

でこられたことを知った。(中略)

重度訪問介護では、重度障害者が自己決定、自己責任で人生や自分のしたいこ

とを社会にでて実現していくことであり、社会の一員として、自立できるよう

になることである。

=介助を受ける事のストレスを理解するということを学んだ時、介助される側は

1人で暮らすと決めた時から、すつと他人と共存した生活を送るわけで、私達

と同じように、体調が良い日もあれば、何となく気分が乗らない日もあるとい

うことだと思いました。それでも介助を受けなければならないのだから、その

ことを理解し、ゆったりした気持ちで介助しなくては…と感じました。
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《追加課程》

・障害といつても多岐に渡り色々な症状、種類があり沢山の方が障害を持つて生

まれている事を知つた。◆まで障害についてテレビ等でしか知識がなく、こん

なにも障害の症例があること、介助する上での注意点を学ばせてもらつた。

実習で行つた食事介助では、障害を持つた側の立場で「食事の度にこんな不都

合で恐い思いをしてしヽたのか,山 II」 と衝撃を受けた。自分が何気無くしてい

る行動も、立場が変われば危険な行動になつてしまう…ここも改めて意識しな

ければいけないと思つたし、これは◆迄も感じて来た事だが、自分の生きてい

る世界が、いかに障害者にとつて生きにくい社会なのだと思い知らされた。

訪問実習では、◆までの請義についてのお話 しや、私が素朴な疑間として思つ

ていることを沢山お話 しさせていただき、とても勉強になりました。例えば、

訪問介助を受ける時間数に個人差があることや、障害者宅へのリフォームなど

の補助金の制度があることを教えていただいたり、排せつの仕方を実際に見せ

ていただしヽたりしたことが貴重な時間となりました。料理や掃除だけでなく、

見守 りという部分も大切な時間で、お互いの考え方に触れることができるのだ

と思いました。

・目に見える障害があるが故に、健常者から見ると生活の多くの場面で不自由が

あるから「かわいそう」という考えが先立つてしまうのではないか。

医療的なケアが必要な為に、医療が常に自分の命が隣にあるとき、自分ならど

う思うか、想像してみた。この医療が命綱、これがないと生きていけない、そ

うまでして生きないといけないという問いと不安、複雑な思いがした。

しかし、その医療の力を借りるという点を除けば、一個人と何ら変わりない存

在であるとも思われた。
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運営会議報告  7月 現在

[各部からの報告 ]

○ 学習会

・秋から冬にかけて上映会をやる予定

○ 障碍者部会

=ザ☆カイジョの研修とかがあり、活動がなかったので報告する事は

ありません。

○ 介護 =介助人派遣事業部

=ザ☆カイジョが無事に終わりました。

実習が、あと 1人 となりました。

Oレ クリエーション部

=7月 29日 に顔を合わせて会議を行う。

・8月 中にオンライン欲み会をします。

O障 ちやんニュース発行部

・前回 7月 6日 に無事発送しました。

・印刷は 8月 8日 、発送作業は 8月 21日 からの予定。

Oま つち発行部

・原稿募集中。

・テーマは「キラッと光る涙」締切は 8月 末日、発行は 9月 中を予定。

05月 よ り新 しく正職員 として西野陽子さんが入社 されま した。

○ 事務所のお盆休み

=8月 11日 ～ 8月 16日 です。

○ 次回の運営会議

・8月 22日 (火 )14:00～  事務所にて。

〔8】
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2023年 8月 22日 (火)運 営会議報告

◎ 各部からの報告

◇ 学習会 :

11月 18日 (土 )サ ンフォルテ5② 7で河除静香さんのお話と「ひとり芝居」

をやつてもらう予定。学習会担当者が一人加わる 1

◇ 障碍者部会 :8月は部会員の体調が悪いなどで行う事ができなかった。

◇ 介助・介護人派遭事業部 :ザカイジョの在宅実習はあと一人残つている。

◇ レクリェーション部 :

19日 (土 )にオンライン欲み会を行つた。参加者 7名。l② 月7日 (土 )に
魚津のミラージュランドでパーベキューをやる。雨天の場合は「NPO法人ぴ―

なつつ」でバーベキュー。

◇ 障ちゃんニュース発行部 :

発送作業進行中。◆回16ページ。9月上旬発送予定。

◇ まつち発行部 :

テーマは「キラッと光る涙」締め切りは8月末。発行は9月中の予定。テ

ーマに関わらす皆さんが日頃思つてしヽることをどしどし書いて「まつち係」

にお寄せください。お待ちしています。

◎ その他

O 障ちゃんニュースについて

9まで 2か月に1回発行していたが、やはり2か月に1回だと行事が終わつて

しまつていることもあり、ニュースは新しいものを望むので、毎月送つた方が良

いという事で、次回10月発行から毎月発行ということになった。

○ ハンセン病問題で菊池事件の再審請求で署名を集めていた。ご協力ありがと

うとざいました。

O 障害者絵画展が10月 7日 (土 )～ 9日 (月 )までに「アピア」で行われる。

中村さんが出展予定。

0 11月 に事務所移転祝いを忘年会と歓迎会を兼ねて行いたい。場所は「オー

クスカナルパークホテル」を考えている。

次回は、 9月 26日 (火 )午後 2時から事務所にて

報告者 :森田
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「障」ちゃんニュース視覚障害者の方へのメール配信

新規会員募集 !

文福の機関誌、「障」ちゃんニュースを紙媒体と平行して、メールにて配信を

行つています。現在 15名の方に配信しています。

内容を聞いてみたい方、配信を希望される方は下記までご連絡下さい。その

際お名前とメールアドレスをお願しヽします。

内容は、写真やイラストを抜いて、音声ソフトで読み上げられるよう文章を

ゴシック体にて表記します。紙面での発送後 2週間以内にメールで配信する予

定です。パソコン・スマホ・タブレット対応になります。ガラケーは非対応で

す。9後も随時募集します。

このメール配信を通じて、より多くの方々に文福のことを知ってもらい、

様々な情報を発信してしヽきたいと考えています。またこれが、◆の形だけでは

なく、違つた方法での発信を模索するきつかけになつていければと考えていま

す。

◆後とも「障」ちゃんニュースをよろしくお願い致します。

電

問い合わせ・連絡先

NPO法 人 文福
〒95② ―②158 富山市呉羽町 7276-5

e―mail:bunpukucabttauone― net=,p

HPI h七七ps://bunpukuttorg/

TEL/FAX(② 76)460-② 59②

担当 :森田

L
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◆◆後の予定◆
このコーナーでは、基本的に文福や他団体の◆後のお知らせ

を載せていきますので、チェックして、たくさんの方々にお越

し頂ければと思います。よろしくお願いします。

◎見えない 見えにくい人のための生活便不uグッズ展示 日相談会

日 時 :lη 月 25日 (木 ・祝)l② 時から16時

場 所 :中滑川複合施設メリカ1階フリースペース

(滑川市田中新町・富山地鉄中滑川駅前)

内 容 :拡大読書器 携帯型読書器 ルーペや電子ルーペ

プレクストークなどの日常生活給付対象機器の紹介

音声パソコン ボイスオーバーを使つてのアイフォン操作体験

就労支援 教育相談 白杖の選択や歩行訓練

盲ろう生渚相談 他

参加費 :無料

お問い合わせ先 :視覚障害者 ITサポートとやま

〒950-② ②97 富山市芝園町 2丁目2-12

担当 入江さん (② 9② -2578-6944)
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ありがとうコーナー
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

今後もよろしくお願いします。
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆

今年の夏は、記録的な猛暑が続いて、危険な

暑さという警報が毎日出されていました。
雨も降らないので、野菜が出来ないという話

もあります。私の家にある三ョウガが水分不足
で枯れてしまいました。暑どの影響で、出来る
のがいつもより早かつたのですが、来年に期待
することにします。

曽さん夏パテは、大丈夫ですか ?
秋の昧覚でも食ぺて冬に備えましょう。

(アパッチ)

*2023年度新規会員 B継続会員 *

山本

山岡

正子さ 堀江 節子さま 中山 君枝さま 中野

和夫さま 岡山 ひろみさま 青木 麻衣子さま

いくみさま

高場 千尋さま

*カ ンパ *

中野 いくみさま 青木 麻衣子さま

*いただきもの*

富田 静さま

0

発行人 :北陸障害者定期刊行物協会 富山市今泉312
ぶんぷく

銅集人 :特 定書卜営利活勒法人 女福
〒930-01う 8 官th市 呉羽町 ヮ2ワ 6番 地 う

e―maili bunpuku@ab.auone一 net.jp

HP: httpsi//bunpukuo Org/

TEL/FAX(076)460-0390
定 価  50円

※文福の会員の方は、会費に購読料を含んでいます。
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